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学術 講 演会 令

龍谷大学世界仏教文化研究センター学術講演会

華厳の世界

『華厳経』と南方マンダラー

2016年 l月22日(日)13:30""' 16:00龍谷大学響都ホー/レ校友会館

会場の様子

(龍谷大学抑制lホール校友会館)

90 



2017年 1)~ 22目 撃厳の世界

E可司〈パ(o1('~U{(，~(J司('~Ul( ，~(J司(>~(Jl('~(~<('~(J司 ('KJ<(>~P1(，<(弐O~0.<(>l('l('~(J<('~(Jl('l(J司('1(sl('1(~1p~U1Pl(Jl('1(Jl('~(Jl(>~(Jl

。 概要 令

テーマ:rイン トロダクション:南方熊楠とは何者かJ

講演者:唐津太輔氏(龍谷大学世界仏教文化研究センター博士研究員)

時 間:13 : 35""' 13 : 55 

唐津太輔氏

(龍谷大学世界仏教文化研究センタ一博士研究員)

令 講演のポイント 令

人類学者 ・思想家の中沢新一氏(明治大学野生の科学研究所所長)の講演に先立ち、本部

演会の企画者 ・コーディネーターである唐津太I陥氏より、南方熊楠の人生が通観された。

令 講演の概要 。

南方熊楠の業績は多岐に渡る。科学雑誌『ネイチャー』へ 50木もの論考を有:稿したり、

粘菌という非常に不可思議な生命体を研究したり、神社合杷反対運yi)Jを行ったり、「十二支
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考j など民俗学に関する論考を移しいほど書き残したりしている。

熊捕は、少年時代、『和漢三才図絵』とし、う江戸時代の大百科事典を、友達の家から{昔り

出し、読み筆写している。若干行の多い子どもで、周りからは「てんぎゃん(天狗さん)J r反

綿」などというあだ名が付けられていた。大学予備門(現在の東京大学教養学部)に入学す

るも、酷し、頭痛と落第を機に退学。アメ リカへ行くことを決意する。

熊楠は、パシフィック ・ビジネス ・カレッジ、ミシガン州立j没学校を建て続けにドロップア

ウトし、キューパへと向かう。そこでサーカス団と交流を深めながら、生物採集などを行った。

アメリカでは彼の知は満たされず、今度は、イギリスへと向かう。熊楠は、ロンドンの大

英博物館円形書籍室で、一切智(DoctorUniversal)を目指し、古今東西の書籍を写した。「学問

と決死すベしj と害かれた当時の日記から、彼の固い決意が見えてくる。26歳の時、『ネイチ

ャー』に「東洋の星座Jが掲載され、その後も次々と英語論文を発表していくことになる。

しかし、 1897年 11月、大英博物館内で暴力事件を起こし、これがきっかけとなり、熊楠

は同館を追放される。また経済的にも困窮し、日本へ帰ることを余儀なくされる。帰国後、

熊楠は那智山へ向かう。この頃、熊楠はしばしば幽震を見、体外離脱なども経験している。

このような精神的危機状況の中「南方マンダラJは記された。

約 3年間の那智山滞在の後、熊楠は、 和歌山県田辺市へと移り住む。その頃、全国的に、

明治政府による「神社合間政策Jが行われていた。熊楠は、この政策に敢然と立ち向かっ

た。この時熊楠は「エコロジーJという言葉を使用した。

熊楠と粘菌研究において協力関係にあった、グリエノレマ ・リスターは、熊楠が標本に記

載する文章には「詩的情熱Jが込められていたとしづ。それは、ロゴス的に整然とした順

序に則った在り方ではなく、情熱的で直観的な在り方のことである。

国文学者の益田勝美は、熊摘の民俗学上の仕事を「悲しみを覚えさせるような知識の饗

宴j と評した。確かに、「十二支考Jなどは、熊楠による量陀羅のような「腹稿jがそのま

ま表された感は否めない。自由閥達とも言えるし、 中途半端だとも言える。 しかし、これ

が南方熊楠なのである。

昭和天皇は、熊楠と同じく、粘菌の不思議さに引かれ研究していた。そして、 1929年 6

月 l日、田辺湾沖での昭和天皇への御進講が行われた。熊楠は粘菌の椋木をキャラメノレの

ポール箱に入れて献上した。昭和天皇は、このエピソード‘について、後年 「それでいいじ

ゃないか」と懐かしがったという。

「天井に紫の花が咲いているj と言い残し、熊楠は、 1941年 12月29日に亡くなった。

何となれば、大日に帰して、無尽無究の大宇宙の大宇宙のまだ大宇宙を包蔵する大宇

宙を、たとえば顕微鏡一台買うてだに一生見て楽しむところ尽きず、そのごとく楽し

むところ尽きざればなれ (1903年7月18日付土宜法龍宛書簡)

熊楠は、その生涯をかけて、粘菌を観察し続けた。この詩のような言葉からは、熊楠は、

顕微鏡から見える美しい極小の世界に、大宇宙を見ていた様子がよく分かる。
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テーマ :rレンマ科学の創造にむけて一発端としての南方熊楠ーj

講演者:中沢新一氏(明治大学野生の科学研究所所-長)

時間 :14 : 00"'" 15 : 20 

中沢新一氏

(明治大学野生の科学研究所所ー長)

講演のポイント 。

21世紀に実現すべき思想そして新しい学のヒントを、中沢新一氏は、華厳思想、特に『華

厳五経章』に見出し、また南方熊楠がそれをどのように吸収し表現していたかについて明

快に語られた。そして「ロゴス」とは異なる「レンマJの知性作用の重要性が述べられた。

や 講演の概要 令

中沢氏によって主に、以下の項目の講演がなされた。

1現代の「ノヴム ・オノレガヌムJとしてのレンマ科学(ALemma Science) 

2南方熊楠は新しい論理機関(ノヴム・ オルガヌム)を備えた「新しい学」が創造されな

ければならないと考えていた。

3 r新しい学」の土台に据えられるのは「縁起の論理Jである。

4 rロゴスJと「レンマ」
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5 i縁起の論理j としての「レンマJ

6四種法界

7 i四種法界j と南方熊楠「五種不思議Jの対応

鼎談

(※講演の詳細lは、改めて公開予定。)

鼎談者 :中沢新一氏、唐様太輔氏、野呂靖氏(龍谷大学文学部専任講師)

司 会 :亀山隆彦(龍谷大学世界仏教文化研究センターリサーチ ・アシスタント)

時間 :15 : 30""'_ 15 : 55 

鼎談の様子

(左から、 亀山隆彦氏(龍谷大学|住界仏教文化研究センターリサーチ ・

アシスタント)、中沢新一氏、唐津太輔氏、野呂靖氏(龍谷大学文

学部専任講師)) 

鼎談の概要

鼎談では、野呂靖氏を招き、主に「明恵Ji通路Ji夢Jil医想jなどをキーワードに、議

論を行った。

はじめに、中沢 ・唐津両氏の講演を受けて、野呂氏より日本の華厳思想の特徴について

コメントがあった。野巴氏によると、日本の仏教の歴史の中で華厳思想が表に出てくるこ

とはあまりなかったが、 日本仏教を代表する思想家である最澄や空海の発想のベースには

華厳の縁起 ・法界観があり、それは熊楠に至るまで、日本の仏教思想の通奏低音として脈々
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と受け継がれてきたという。また野呂氏は、凝然ら、日本の華厳思想家にとって「通路J

という概念、が非常に重要であったことを指摘した。

次に、唐津氏によって、独自の南方マンダラの解釈図の解説が行われた。唐津氏の見解

によると、熊楠の言う「大不思、議Jは、全てが生じ全てが帰還する根源的な場ということ

である。そして、そこから生じてきた「心」と 「物Jが交わる所、これが「事」となる。

唐津氏は、「南方マンダラj の説明で熊楠のいう「埋不思議Jこそ、「通路Jなのではない

かと言う。つまり 、現実世界と恨源的な場をつなぐ「通路Jと、事物と事物とをつなぐ「通

路J、この、一見対立するように見える両極をつなぎつつ混ぜ合わせる「場」を熊楠はと ら

えていたのではなし、かということである。唐津氏は、熊楠は、華厳思想、における「理事無

磁法界」と「事事無磁法界Jを一言で「理不思議j とカスタマイズして言っていたのでは

ないかと述べた。

以上の野呂 ・唐津両氏のコメントを受け、中沢氏は、 !jtJ肢と熊楠の思想、関係について、

さらに次のような指摘を行った。中沢氏はまず、華厳宗第三但 ・法j践の法界に関する考え

方は「生命の進化実相」に対応しているのではないか、そして、唐津氏の言う「大不思議

が理法界ではないかJという点には疑問が残るとした。さらに、法政の言う「理」と熊楠

の言う「理Jは異なるのではないかとしづ意見も述べた。中沢氏によると、 20世紀に入り、

大きな進歩を遂げた量子力学の恨木的な考え方は、華!被のIJ工事無限法界のそれに近いとい

う。熊楠は、現代科学に見られるそのような点まで、実は見越していたかもしれない。

続し、て野目氏は、鎌倉時代の華厳僧・明恵、高弁は r~・(J に非常に強い関心があり、それ

が彼の|摸想修行と深く結びついていた可能性を示唆した。 野呂氏は、明恵は|民想のように、

意図的に夢を見ていたのではなし、かという意見を述べた。

唐津氏は、熊楠も明恵と同じく「夢j に非常に関心があったことを指摘した。また熊楠

は、顕微鏡を使って粘菌を見るとき、一極の|慎想状態にあったのではなし、かと付け加えた。

夢と|慎想、に関する両氏の話を受け、中沢氏はさらに、裸眼立体視を行った時の、起き上

がった絵を見たときの快感と、顕微鋭を見ているときの枕惚感は似ているのではなし、かと

述べた。閉じく 中沢氏によると、顕微鋭であれほど憐惚としている文章を書いているのは、

熊楠くらいではないかと言う。

さらに中沢氏は、龍谷大学から、華j肢の新しいムーヴメントを起こすべきだと言う。 物

と心の科学を考える|探に、華J肢は欠かすことができない重要なものだと述べられた。

(※講演の詳細は、改めて公開予定。)

(文J.'t:唐津太輔、色山陥彦)
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